
奈
良
国立

文
化
財
研
究
所
年
報

春
覚
寺

所

蔵

地
蔵
菩
薩
立
像
造
像
記

奈
良
県
宇
陀
郡
室
生
村
下
笠
間の
春
覚
寺に
あ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
は
こ
れ
ま
で

(
註l)

に
も
紹
介
さ
れ、
ま
た
す
で
に
重
要
文
化
財に
指
定
さ
れ
て
い
る
像
で
あっ
て、

そ
の
独
特
で
優
美
腕
麗
な
作
風
と
精
微
で
繊
細
な
裁
金
文
様
に
は
注
目
すべ
き
も

の
が
あ
る
が、
ま
た
本
像に
は
台
座
墨
書が
あっ
て、
そ
れ
に
よっ
て
造
立
事
情

ゃ、
か
つ
て
本
像に
納
入
文
書
類
が
奉
寵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
興
味
深い

像
で
あ
る。
た
だ
し
納
入
文
書
類
は
す
で
に
散
逸
し
て
現
存
し
な
い
の
で、
その

詳
し
い
内
容
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が、
な
お
台
座
墨
書に
は
そ
れ
を
補
う
もの
が

あ
る。そ

こ
で、
こ
与
に
あ
ら
た
め
て
全
文
を
掲
げ、
そ
れ
に
よっ
て
知
れ
る
こ
と
に

若
干
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い。

台
座
墨
書
は
本
像が
立つ
蓮
華
座の
最
下
段
板(
檎材・
巾2・M佃、
奥ω∞ム個、

厚M・ム佃〉
の
裏に
記
さ
れ
る
も
の
で、
その
書
体
か
ら
多
く
は
康
元
元
年(同旧日3

の
造
像
記で
あ
る。
な
お、
こ
れ
以
外に
も、
その
余
白
を
利
用
し
て
縦
横
順
序

不
同に
寛
永
2
年
OS巴
の
修
理
期
墨
書
が
追
記
さ
れ
る
が、
こ
こ
で
は
そ
れ

ら
を
整
理
し
て、
便
宜
的
に
造
立
期
墨
書の
文
末に
添
記し
て
お
い
た。
(また、

ほ
か
に
修
理
期
納
入
文
書
の
断
片
三
紙
が
あ
る
が 、
こ
れ

らは
こ
与
で
は
直
接
関
係
し
な
い

の
で
省
略
し
た 。〉
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①
竪
三
尺
地
蔵
菩
薩
像一
紘一
始
自
康
元と
年
間
三
月
十
二
日
迄
子
同
四
月

一一
日
造
立
畢

(子ノ
上ニ
書
乙

主
手

(子ノ
上-一
自
Z
快
尊
浄

円
い

大
仏〔
子〕
師
刑
部
法
橋
快
成訂一一行
小
仏〔
子
両
三
人
之
内
霊
協 ヵ)

快
弁
因
円ハ

巳
上
白
木
造
至
子
緑
色
細
金
仏
子
井
漆工

持
斎
御
身
之
木
者
以
大
仰
殿
正
面
口
西
脇
替
柱
之

切一
向
用
之

②
眉
間
奉
龍
招
提
寺
併
舎
利一
粒
御
身
奉
龍
如
法

経一
部
小
阿
弥
陀
経一
巻
三
蔵
教
所
調
本
願
経
三
巻

剛
定
戒
本一
巻
三
十
煩
諸
陀
羅
尼一
巻一
百
駄
地
蔵

像
六
寸
阿
弥
陀
像一
鉢
五
蔵
図
源
信
僧
都
地
蔵ニ

所
被
奉
龍
園
也

③
厨
子
給
尊
智
法
眼
嫡
子
快
智大夫法眼
墨
書
也

緑
色朝命尊
蓮房一
尊
智
弟
子
也

〔
下
段
陣明
書〕

④
於
山
城
国
相
楽
郡
随
願
寺

東
小
田
原
華
宵一呈
院
刻
彫



願
主
金
剛
悌
子
寂
澄 生年四十七

〔以下別
筆文初〕

(実力)

二
手
宝
珠羽
蓮
華
奉
造
立
寛、X二
平沼
三
月
十
五
日
阿間引
円川

;
a

J

時
之
仏
工
円

〔
上
段
横
書〕

此
地
蔵
菩
薩
者
下
笠
間
之
圧
浄
土
寺
之
持
物
也

さ
て、
右
のム口
座
墨
書
は
大
要
次の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る。
す
な
わ
ち、
第一

じ
造
立
年
月
日
お
よ
び
造
立
仏
師
名
と、
造
立
経
過
が
知
れ
る
い
わ
ゆ
る
造
像
記

の
項(①
)、
第二
に
像
内
納入
の
奉
龍
物の
項(①〉、
第
三
に
凶
子
彩
色
松

師
名の
項
(①)、
そ
し
て
第
四
に
造
立
場
所お
よ
ひ
本
願
僧の
項(①)
で
あ

ヲ匂。

春
覚寺

所蔵地
蔵

菩
藤立像

造像

記

そ
こ
で 、

こ
れ
ら
を
順
次
に
概
略
検
討
す
る
と 、

ま
ず
造
像
記
に
つ
い
て
は 、

こ
れ
に
よ
っ
て
本
像
が
康
元
元
年

公
民
⑦

三
月
十
二
日
か
ら

四
月
二
日
に
わ
た

る
約二
十
日
聞
を
要
し
て、
大
仏
師
刑
部
法
橋
快
成
と
二
人の
小
仏
師
に
よっ
て

造
立
さ
れ
た
こ
と、
ま
た
その
木
作
り
か
ら
彩
色、
裁
金、
漆
塗
に
至
る
ま
で、

そ
れ
ぞ
れ
持
斎
し
た
工
匠
が
そ
れ
に
当っ
た
こ
と、
さ
ら
に
用
材は
東
大
寺
大
仏

殿の
正
面
西
脇の
替
柱の
余
材
を
利
用
し
たこ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る。

大
仏
師
刑
部
法
橋
快
成
お
よ
び
小
仏
師
とみ
ら
れ
る
快
尊、
快
弁に
つ
い、
て
は、

い
ず
れ
もこ
れ
ま
で
の
検
討の
限
り
で
は
確
か
な
史
料
が
な
く、
こ
れ
だ
け
で
は

果
し
て
ど
の
よ
う
な
系
統
の
仏
師
か
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
な
い。

し
か
し、
かつ
て
その
名の
類
似か
ら
快
成
を
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
快
慶の
弟

(柱Z)

子
筋
と
み
る
む
きの
あっ
た
こ
と
や、
あ
る
い
は
快
尊
を
東
大
寺
中
門
多
聞
天
像

(HHu
e、
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像(HMOC、
新
大
仏
寺
本
尊(HMON)
に
快
慶

と
名
を
列
し
て
レ
る
同
名
快
尊
と
み
る
こ
と
は、
本
像の
作
風
が
快
慶
の
様
式、

つ
ま
り
安
阿
弥
様
と
は
か
な
り
相
違
が
あ
り、
ま
た
本
像
造
立
の
康
元
元
年
(】M

g)
と
の
聞
に
か
な
り
の
時
間
的
差
が
あ
る
の
で.
単
純
に
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い。
追っ
て
こ
の
こ
と
は
本
像の
様
式
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
問
題

で
あ
る
の
で
別に
詳
論
し
たい。

次
に
墨
書
は
像
内
奉
龍
物の
件
名
を
連
記し
て
い
る
が、
こ
れ
を
整
理
す
れ
ば

左の
よ
う
に
な
る。

一、
唐
招
提
寺
仏
舎
利(眉間奉
箆〉

一、
如
法
経

て
小
阿
弥
陀
経

一
、

本
願
経
合一蔵

教所謂〉

第1 図 地蔵菩薩立像 (部分〕 春覚寺

巻 巻 部 粒

2 1  



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

て
剛
定
戒
本(四分
律
剛
定比丘
戒本ゾ

一
巻

一 、
三
十
頚(
唯識三十
四割〉

(一
巻)

一 、
諸
陀
羅
尼

一
巻

一 、
地
蔵
菩
薩
像

百
鉢

一 、
阿
弥
陀
如
来
像(
像高6
寸)

一
株

一 、
五
歳
図(源信僧都が
地蔵に
奉
箆されし
図〉
(一
図)

こ
れ
ら
は
大
別
す
る
と 、
舎
利 、
経
文 、
仏
像に
分
け
ら
れ
る
が 、
い
ま
経
文

の
う
ち
で
も
「
三
蔵
教
所
謂
本
願
経」
の
真
意
を
理
解
し
難
い 。
お
そ
ら
く
像の

本
軌
で
あ
る
地
蔵
本
願
経
を
指し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。

ま
た
百
鉢の
地
蔵
菩
薩
像
と
は
印
仏〈刷仏)
の
こ
と
で
あ
ろ
う 。
源
信
が
地

裁
に
奉
寵
し
た
五
蔵
図
は 、
清
涼
寺
釈
迦
像の
五
歳
図
を
連
想
さ
せ
興
味
深い
け

れ
ど
も 、
寡
聞
に
し
て
先
例
を
知
ら
な
い 。

そ
れ
は
と
も
か
く 、
こ
れ
ら
奉
龍
物
に
二
つ
の
性
格
が
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
る 。

す
な
わ
ち 、
如
法
経 、
小
阿
弥
陀
経 、
阿
弥
陀
如
来
像 、
五
蔵
図
の
よ
う
ない
わ

ゆ
る
浄
土
教
的
性
格の
経
典
類
と 、
他
方 、
唐
招
提
寺
会
利
と
剛
定
戒
本
に
う
か

が
え
る
律
的
性
格の
もの
で
あ
る 。
し
か
もこ
れ
に
唯
識
三
十
頭
が
加
え
ら
れ
る

か
ら 、
こ
れ
ら
が
南
都
教
学
に
関
連
し
て
い
る
もの
で
あ
る
こ
と
は
間
違い
ない 。

一
般
に
仏
像
奉
寵
物に
は 、
本
願
者の
願
文
や
本
軌
経
典
類 、
あ
る
い
は
結
縁

関
係
者の
交
名
な
ど
が
納
入
さ
れ 、
こ
れ
に
よっ
て
本
願の
意
趣
や
造
立
事
情
な

ど
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
少
く
な
い
が 、
先の
浄
土
教
経
典
類
は
さ
て
お
き 、

本
像で
は 、
の
ち
に
ふ
れ
る
本
願
僧
金
剛
仏
子
寂
澄
が
西
大
寺
関
係の
律
僧で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と 、
と
く
に
Mm
提
寺
舎
利 、
戒
木 、
三
十
頒
の
奉
龍
は
注
目

に
制
す
る 。

招
提
寺
舎
利
が
こ
の
期の
南
都
で
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
か
は 、

た
と
え
ば
こ
れ
が
再
興
東
大
寺
大
仏
や 、
興
福
寺
弥
勅
像
に
奉
寵
さ
れ
た
事
実
を

は
じ
め 、
か
の
貞
慶 、
覚
盛 、
叡
尊
な
ど
に
よ
る
釈
迦 、
舎
利
信
仰 、
つ
ま
り
い

わ
ゆ
る
南
都
律
学
復
興
の
事
蹟に
て
ら
せ
ば
容
易に
肯
け
る 。

ま
た 、
戒
本 、
す
な
わ
ち
四
分
律
制
定
比
丘
戒
本
が
律
学の
基
本
的
戒
本
と
し

て 、
南
都
律
学
僧
に
不
可
欠の
もの
で
あっ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば 、
こ
れ
ら
が

本
像に
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は 、
本
像に
二huこ
の
期の
南
部
律
学
が
及
ん
で

い
た
こ
と
を
示
す
もの
と
解
さ
れ
る 。

次
に 、
快
智(尊智法眼の
嫡子〉
お
よ
び
尊
蓮
房
朝
命(
尊智の
弟子)
の
厨
子

彩
色
の
こ
と
は 、
こ
の
期の
南
都
絵
所
松
南
院
座
の
師
資
相
承の
関
係
を
明
確に

す
る
重
要
な
記
録
で
あ
る
が 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

(
註3)

あ
る
の
で
省
略
す
る 。
な
お 、
こ
れ
に
附
随
し
て 、
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
け
れ

ど
も 、
本
像が
造
ら
れ
た
東
小
田
原
随
願
寺
が
こ
の
頃
輿
福
寺
大
乗 、
一
乗
両
院

家の
い
ず
れ
に
所
属
し
て
い
た
もの
か
明
ら
か
に
し
難い
が 、
い
ず
れ
に
し
ろ
松

南
院
座(一
乗院所属)
の
事
蹟
が
こ
の
寺に
及
ん
で
い
る
こ
と
は 、
同
地
域
に
あ

る
西
小
田
原
山
浄
瑠
璃
寺の
現
存
す
る
こ
の
期の
造
像
を
考
え
る
際に 、
な
お
注

意
し
て
よ
い
こ
と
だ
と
思
う 。

次
に 、
墨
書の
最
後
は 、
本
像
が
彫
刻
さ
れ
た
場
所 、
す
な
わ
ち
山
城
国
相
楽

郡
東
小
田
原
随
願
寺の
こ
と
と 、
本
願
僧
金
剛
仏
子
寂
澄(生
年四
十七)
の
こ
と

が
記
さ
れ
る 。

東
小
田
原
随
願
寺
は 、
浄
瑠
梢
寺
流
記
事
な
ど
限
ら
れ
た
史
料に
よ
っ
て 、
長

和
2
年
02N〉
に
頼
善
を
本
願
と
し
て
創
建
さ
れ
た
寺
と
伝
え
ら
れ
る
が 、
い

ま
は
す
で
に
廃
寺
と
な
り 、
こ
れ
が
当
初い
か
な
る
性
格の
寺
で
あっ
た
もの
か
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ほ

と

ん

ど

知

る

こ

と

が

で

き

な

い
。

し

か

し
、

少

な

く

と

も

鎌

倉

以

降

は

西

小

田

原
浄
瑠
璃
寺
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ

う
に
、

南
都
教
学の
及
ぶ
と
こ
ろ

と

な

っ
て
い

た
よ
う
で、
た
と
え
ば
建
暦
2
年(-MHM)
9
月
四
日
の
日
付
を
もっ
「
唐
招
提

寺

釈

迦

念

仏

諸
山

結

番

事
」

(
情
的
提
寺
蔵
写
本
)

で

は
、

中

川

上守

成

身

院
や

浄

瑠

哨

寺
な

ど

と

と

も
に

招

提

寺

釈

迦

念

仏

会
に

参
勤

し
て
い

る
こ

と
が

知

れ
る

。

な

お
、

浄

瑠

楠

寺
は

久

安
6

年
(
]
]
包
〉

に

伊
豆

僧
正
一

束

院

恵

信
の

隠

遁
以

降 、

興
福
寺
一

乗
院
の
御
祈
願
所
と
な
り、

鎌
倉
初
期
以
降
に
お
い
て
は、

御
舎
利
治

弁
一
口
問

経
講

読
一

千
日

結

願
の

こ

と

(
建
久
5
1
7)
、

御
八
議
(
正
治
2)
、

貞
慶
の

千

基

塔

供

養
(
建
仁
元
)

、

さ

哨帰日

ら
に
貞
慶

勧
進
招
提
寺
釈
迦

念

仏

参

腕
勤(
罪」一
さ
の
こ

と

な
ど 、
(「浄瑠

附明寺流記事」)
南
都
教
学
的
性
格
を

鰍

多

分
に

帯
び

て
い

た
。

お

そ

ら

く

隣

町バじ剛山

接の
東
小
田
原
随
願

寺の
性
格
も
ほ

一一一

x
こ
れ
に
似た
もの
が
あっ
た
こ
と

柑

と
推
察
さ
れ
る。

将

と
こ

ろ

で
、

一

方

本

願

僧
寂

澄
に

乞

つ

い

て

は 、

「
宝

治
二

年

O
N
A
∞〉

将

帥
来
律
三
大
部
配
分
状」
(海
竜王寺蔵

図

古
写
本
〉

に

よ
る
と、

叡
尊
の

高
弟

2

と
し

て

「

行

事

紗

記

科
一

部
三

十
一

第

巻」
の
配
分
を
受
け
た
照
道 一
房
寂
澄

の

名
が
確
か
め
ら

れ
る

。

将

来
律
三

春'見
寺
所
蔵地
蔵
菩
薩
立
像
造
像
記

大

部

は

こ

れ

よ

り

さ

き
、

寛

元

2

年
(
H

2

6

に

覚

如
、

定

舜、
が

渡

宋

し

て

宝

治

2

年

に
将
来
帰
朝
し

た
もの
で
あ
る。

叡
尊が
興
福
寺
常
喜
院に
学
び 、

前
代の
貞

慶 、

戒

如
な
との
律
学
系
譜
を
次
レ
で

鎌

倉

中
期の
南
都
教
学
復
興
に
大
な
る
力

を

尽

し
た

こ

と
は

周
知
の

こ

と
で

あ
る

が
、

寂
澄

と
は

実
は

そ
の

叡

尊
に

菩

薩
比

丘

戒

を

受
け 、

将

来

律
三

大

部
の

配

分
を

受
け

た

と
い

う
ほ

ど
の
古
川

弟
で

あ
っ

た

の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
像
に
先
述
の
招
提
守
合
利
や
戒
本
が
本
寵
さ
れ
る
と

い
う
の

も
き
わ
め
て
当
然
な
こ

と
で
あ
っ
た
と
解
さ

れ

よ
う
。

以

上 、
要
す
る
に
本
像の
造
像
の

背
後に
は 、
鎌
倉
中

期
に
お

け
る
南
部
律
学 、

こ
と
に
西
大
寺
叡
尊に
関
連
す
る
寂
涜の
意
趣が
あっ
た
こ
と
を
指
摘
し
た。
し

た
が
っ
て

今
後
の
南
都
造
像
史
研
究の、
な
か
で
も
南
都
律
学
系
譜
を
め
ぐ
る
貴

重
な

作
例
と

し
て

再
評
価
さ

れ
る
べ
き
像
と
い

え
よ
う
。

な
お 、

こ
L
で

は
一

切
検
討
の

余
裕
が
な
かっ
た
が、

さ
ら
に
造
像
史
上
の
問

題
と
し

て
、

本

像
の
優
美
な
作
風
や
7

種に
及
ぶ
繊
細
な

裁
金
文
様 、

さ
ら
に
胸

前の
衣の
襟
縁
に
沿
っ
て

肉
身

部
を
差
し

込
む
特
殊
な

構
造
な

ど 、

そ
の
独
特
な

造
形
手
法
が、

現
存
浄

瑠

楠

寺の
鎌
倉
彫
刻
と

き
わ
め
て
親
近
性
を
もっ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
で
き
る
が、
こ
れ
らの
造
形
上の
問
題に
つ
い
て
は
別に
稿
を
あ
ら

た
め
て
詳
述
し
た
い
と
思
う。

(長谷川
誠〉

註

田
村
吉
永
「
春
覚
寺の
康
元
銘
地
蔵
像に
就い
て」
(
「
史
述
と
美
術」
一
八

四)
小林剛・
森磁編「
沖瑠璃寺銘文集」
(
『浄組閣寺』
所
収附録)
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